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緒 言
織物が重力の作用を受けて垂れ下がるいわゆる ドレープlζ閲しては，それが被服構成iと重要な関係
をもつばかりでなく，織物の剛さを測定するための一つの手段となるので， 古くから多くの研究者に
よって理論，実験共にかなり詳細な研究が行われ，かつ多くの測定器も考案されて来た(1)。しかし ζ
れらはいずれも織物の変形が一平面内に行われる 2次元的ドレープを取り扱ったものである。 一般に
被服着用時に現われる ドレー プは， 3次元的の場合が多く，その変形もかなり被雑である。乙のよう
な3次元的ドレープについては研究は比較的少し 従来の文献としては Hamburgerおよびその共
同研究者による研究仰が見られる程度である。しかし Hamburgerの研究においても，彼のドレー
プ係数の取り方に多くの疑問がある。本研究の目的は， 3次元的ドレープの研究への第1歩として，
新しいドレープメータを試作し，乙れによって Hamburgerのドレープ係数の検討を行うと共に，新
しいドレープ係数の提案を行おうとするものである。
本 文
第1図はいわゆる F.R.L.ドレー プメー タの原理を線図で示したものであって，直径Dの円形試験
片を，直径dの円形支持台上にのせ，投下光線による試験片の投影面積を測定して，織物の3次元的
のドレープ性能を見出だそうとするものである。いま試験片の投影函mをAsとし，πD~/4=Ao・ πtP/4
=Adとすると， Hamburgerドレープ係数Fは
F = (As-Ad)/(Ao-Ad) X 10096 
で示される。 ζ のとき試験片の投影面積 Asはドレープした試験片の周辺が一平面上にないために，
l 個のレンズを用いて全体的iζ投影する場合lζは， 最大17~ぢの誤差が生ずるζ とを Hamburgerは指
摘している。また彼は接触予を用いてドレープした試験片の尽に接して投影面積を測定するととは，
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試験片を変形させる恐れがあるとして，一小光叡
からの光線を光電池上に集光し，との可動光学系
によって試験片の周辺を追跡しつつ，ζれをリン
ク機構lζ聯動させて，投影面積の測定を行ってい
る。しかし，ζのような綾雑な装置によらないで
も， ドレープした試験片の周辺の微少長さを平行
.光線によって投影しつつ，その周辺の徴少投影曲
線を追跡していくときは，かなり精度の高い投影
面積を測定する ζ とができるはずである。第2図
は乙の考えの下tζ本研究に使用するために試作し
たドレープメータであって，SIまスタンド， Lは乙のスタンドiζボー
Jレベアリングによってはめられた腕で， Sの周囲を軽く回転する。 c
はその内部に平行光線を得るための光学系を内服した直径4cmの円筒
で，とれは支持腕L上を車によって軽く滑走する。またMは試験片Tをのせる支持台で，その円板の
直径d=5.4cmである。支持台はその高さを上下に調節できる。
試験lζ用いた試料は第1表iζ示すようなものである。乙れらの斌料についてまず D=32cm-8cm
にわたって試験片の直径を変化させたものκっき，Hamburgerのドレープ係数 F を測定し，Fと
Ao・Adの関係を求めた。第3図はとれを示す。乙れでわかるようlζ，同一試料の試験片であっても，
試験片面積の減少するにつれてドレープ係数 F は大となってゆく。従って，種々の織物につき， ド
.レープ性能を比較するために F を用いるときは，試験片の直径を一定iζしなければならない。もし
ドレープ係数なるものを，その試料について特有な機械的性質をあらわす指標として用いようとする
ときは，その試験片面積の大きさに係わらず一定でなければならないはずである。 ζのように試験片
面積の大きさによって Hamburgerのドレープ係数が変化するのは，投量正面罰のみを考えて，試験
片周辺のきを下の高さを考慮に入れていないζ とに起因すると考えられる。そζで試験片の周辺上の任
意の一点から，試験片支持台の上面を含む平面に至るまでの垂直距離の平均値 少を考えると，との
織物事2類 組織
ビニロ ンサージ ~~ 
ビニロン ギャ r(ジン % 
事iIブ ロ 一 ド 平 織
*，"dプ ロード(糊付) H H 
毛 モ ス ン H H 
テトロンシャ ーテング H H 
ナイロン 同 上 H H 
アセテ トー 周 上 H H 
第 1 表
糸密度/cm
経 |総
お 22 
35 泣
57 28 
H H 
28 'n 
46 41 
55 25 
54 23 
( 2 ) 
厚さ |震景
(mm) I g/cm泊
0.61渇 O.凶36
0.438 0.0235 
0.2!渇 0.0130 
0.231 0.0142 
0.281 0.0ω5 
0.150 0.0回4
0.230 0.0120 
0.252 O.飢刃O
糸番手
経|線
9S 9S 
14S 13S 
405 40S 
H 。
50S 605 
90d 80d 
72d 23!弘d
133d 却制
ドレープした試験片の
支持台を底とする円筒
問中:織物のドレープ -25ー
"抑
面への投影面積はπdρ F EO 
であらわされる。
すなわちπdρ/(As-
Ad)はドレープした織
物の霊直，水平両投影
面積の比であって，乙
の{協の大きいもの程，
ドレープの大きい試料
である乙とを示す。い
1i 60 
fIQ 
Crt干ート
l1Jトgナ-foン
@￥毛
2. ~ 6 V 10 12. Ilf. 1& li 20 22 2f. 2. U 30 32 3~ 3~ 31仰忌三有
A. -Ik C?Jt2 X /0 
第 3図
40 ・ J(ャ1¥.:";'ン
@ず'o-f!(仰の
K 手ト0/
品""ーゾ
5プg-ド
& rt1→ 
8ナイロシ
@ ￥ー込
ま Ft=p/{(As-Acl) 35" 
(Ao-Ad)}なる量を考 F;t 30 .，0- zs 
え，乙れを新しいドレ
ープ係数とする。第3
図に用いたものと全く
同級の試料を用いて，
~←ートー-~、(j:. 
??? ?イ金居住三j4-x
_.---・ー--・-ーーーーーーーー・・
2 '1 1> 8 10 12 外 16" 20 22 2/1 26 U 3.:> 32 3'1 l'38 110 /1.2 ~ 
FtとAo-Auとの関係 へ-Act C1I X 10 
を求めたものが第4図 第 4図
である。ただしこの場合lζ ρは試料の周辺について lOU おきに36カ所を測定し， その平均値を取っ
た。との図でわかるように，ほとんどすべての試料についてFtはAo-Adlζ対して大体一定であるば
かりでなく，剛さの順序も第3図のAo-Arl一定の場合の順序とよく一致している。織物のヤング率
を E.断面の慣性モーメン トを Iとすれば.G=EIは織物の剛さをあらわすζ とになるから，上記
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てみると第5図のようになる。 ζの図には絹織物の精錬程度による Ftと G1G!l の関係を示してある
が， ζれについては後述する。上記各種織物および絹織物のいずれについても直線関係が成立し，前
者に対してはFt=(GIG2)-0・526，後者に対しては Ft=(GIG!lYO・削となり，Peirceの理論によれば
Ftは織物のバイヤス方向のドレープ性能をよくあらわしているといえる。
次lζ Ftの応用例として絹織物の精練程度とドレープとの関係を実験的に求めた。用いた試料は18
匁付フラットクレープで，経糸は 21中2本ひきそろえ，ソーキング処理，緯糸は 21d3*引きそろ
え，3OOO/mの強撚である。絵上密度は経108本/cm，緯38本/cmである。とれを40%"7')レセイユ石鹸
中で浴比1:150で各試験片につき10-90分間沸勝点附近で処理し，さらに各試験片を浴を代えて同時
間 2 次精練を行った。水洗後2~ぢ炭酸ソーダで洗論告し，水洗， 乾燥， 秤量して線減率を測定した。第
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第 6図
6図は処理時間と練減率の関係を示す。 ζれを Clark
のソフトネステスタにより GJ，G2を，また試作のド
レープメータ KよりFtを測定した。第7図はとれを
示す。
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すなわち事長減率10%程度まではGJ，G2， FtIζは大きな変化は見られないが，乙れを越えると急滋
な変化を示し，大きなドレープを生ずるようになる。またFtとG1G2との関係は前記のように第5図
に示してあるが，絹織物の精練によるFt-GJG<;;関係は特有の性能を示し，イ也の織物iζ比べて GJG'.l
の小さく なると共に，ゆるやかな Ftの増大をする ζ とがわかる。
総 括
(1) HamburgerのF.R. L. ドレープメータはその装置が後雑かつ高価であるので，ドレープした
試験片の周辺の微少長さを投影かつ追跡して，試験片の投影図を画く新しいドレープメータを試作し
た。
白) 乙のドレープメータを用いて，Hamburgerのドレープ係数Fと試験片の面積との関係を求め，
( 4 ) 
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同一試料であってもFは試験片面積の大きさによって変化し，一定でないζ とを確かめた。
(3) Hamburgerのド レー プ係数が試験片の水平投影面積のみを考えているのに対し，霊直投影面積
をも考慮iζ入れた新しいドレープ係数 Ftを考えた。
ω 試作したドレープメータによって測定した結果 .Ftは試験片面積の大きさに関係なしその試
料特有の値を示すばかりでなく，試験片のバイヤス方向のドレープ性能をよくあらわしているととが
Peirceの理論から明かにされた。
(5) F，の応用例として組織物の精練程度とドレープとの関係を求め，線減皐10;ちを越えると著しく
ドレープがi自大する ζとを明かにした。また絹織物のドレープは他の織物に比べて精練の程度によっ
てゆるやかに増大する特有なドレープ性能を示す乙とを見出だした。
本実験について特tζ絹織物の製織を煩わした山林省蚕糸試験場絹繊維部紺野宏技宮iζ対し厚く感謝
の怠を表する。また熱心に実験lζ従事した弓削治助手，渡辺敏子および豊岡光子の両氏の労を多とす
る。
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SUMMARY 
Hamburger's drape coefficient F is defined as the ratio of the projected area of 
the draped fabric to the original one of the undraped fabric. It was shown 
from the measurements with a new drapemeter designed by the author that this 
coefficient F varied according to the dimension of the sample. Since the drape 
coefficient is the inherent property of the fa bric. it must be constant regardless of 
the dimension of the sample. The drape coefficient proposed by the author. 
which implies the ratio of the vertical projected area to the horizontal projected 
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one. shows constant value regardless of the dimension of the sample and closely 
correlates with the rigidity of the fabric in bias direction. 
( 6 ) 
